
第81期 株主通信 
2018年夏号
2017年4月1日~2018年3月31日

株主の皆さまには、平素より
格別のご高配を賜り、
厚く御礼申しあげます。
ここに、第81期 
株主通信 2018年夏号を
お届けいたします。

株主の皆さまへ

2017年度の当社グループの業績は、売上高は過去最高
の8,600億円（前期比8.3%増）、営業利益は859億円（同
27.1%増）と増収増益を達成しました。制御機器事業、ヘルス
ケア事業が全社の成長を力強く牽引しました。売上総利益率は
過去最高の41.6%（同2.3P増）となり、稼ぐ力は着々と強くな
ってきています。中期経営計画「VG2.0」初年度である2017
年度は、好調なスタートを切ることができました。なお年間�
配当は1株あたり76円とし、期末配当は38円としました。
2018年度の業績目標は売上高9,000億円、営業利益930億

円、売上総利益率42.5%と過去最高業績の更新を目指します。�
VG2.0での注力領域である制御機器事業、ヘルスケア事業を�
さらに成長させます。そしてVG2.0とその先を見据えた技術�
経営の強化に取り組みます。
オムロンの技術経営とは、社会的課題を解決するため、技術
革新をベースに3年〜7年先の近未来像を描き、ありたい未来
の実現に必要となる新たな技術を開発する経営スタンスです。�
これを加速するため、東京と米国西海岸にAI、IoT、ロボティクス�
分野の研究開発拠点を設立しました。世界中から優秀な頭脳
を集め、大学など外部との共創を進めることでイノベーション�
（斬新な考え方、視点や発想から生まれる技術革新）を起こして
いきます。オムロンの技術を磨き上げ、これからも事業を通じて�
世界中のさまざまな社会的課題の解決に取り組むことでさらなる
成長を実現していきます。引き続きご支援賜りますようお願い
申しあげます。

2018年6月
代表取締役社長 CEO

オムロン株式会社

〒600-8530 京都市下京区塩小路通堀川東入　URL：http://www.omron.co.jp/
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◎第81期期末配当金につきましては、1株につき38円といたしました。
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（注）�上記は、2018年4月26日決算発表時点で入手可能な情報に基づく将来の 
業績に関する見通しです。
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第81期（2017年度） 決算ハイライト（連結）
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売上高および営業利益 配当および配当性向（億円）
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部 門 別 情 報

世界の主要な製造業の幅広いお客様に対
し、センシング技術とコントロール技術を
活用したオートメーション機器およびサー
ビスで、ものづくりを支援しています。

安全で、人と環境にやさしいクルマを目指
してカーエレクトロニクスの新たな領域に
チャレンジし、世界の自動車メーカー、電装
品メーカーに対し、車載用電装品に特化し
た設計、生産、販売活動を行っています。

安心・安全で快適な社会の実現に向け、セ
ンシング&コントロール技術およびソフト
ウェア、メンテナンスのトータルサービスで
ソリューションを構築し、お客様とともに
より良い社会づくりに貢献しています。

家庭で測る身近なものから医療機器ま
で、生活習慣病の予防・改善、疾病管理に
役立つ数多くの商品やサービスをグロー
バルに提供し、人々の健康とすこやかな生
活への貢献をしています。

事業の育成・強化や新規事業の探索・育成
を目的とした事業を、本社直轄で担当して
います。

制御機器事業

電子部品事業

車載事業

社会システム事業

ヘルスケア事業

本社直轄事業（その他事業）、他
環境事業・電子機器事業・マイクロデバイス事業・バックライト事業、他
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汎用アプリ（民生）機器、車載機器、環境/エ
ネルギー機器、産業機器に内蔵する制御コ
ンポーネントやモバイル機器に内蔵するコ
ンポーネントなど幅広い分野でグローバル
に電子部品を提供しています。



◆ 「ダイバーシティ」でさらなる成長を実現 ◆ 「ダイバーシティ」の取り組みと評価

【ダイバーシティの取り組み事例】

オムロンは事業を通じて社会的課題を解決することで、よ
り良い社会の実現に貢献し、成長してきました。この成長の
過程で社員の求心力となり、発展の原動力となったのが企
業理念です。オムロンでは多様な人財が企業理念を原点と
して志をひとつに合わせてチャレンジすることで、世に先
駆けて新たな社会的価値を生み出すイノベーションの創造
を目指します。私たちはダイバーシティの推進を通じて、
持続的な成長を実現します。

特　集

オムロンは企業理念に基づき早くからダイバーシティに
取り組んできました。2017年度から開始した中期経営計
画「VG2.0」ではさらなるダイバーシティの推進を目標の
ひとつに掲げ、国籍や性別、障がいの有無などに関わらず、
全ての社員が個性を活かし高い成果を上げ続けるための
様々な取り組みを積極的に推進しています。これらの取り
組みが評価され、経済産業省主催の2017年度「新・ダイ
バーシティ経営企業100選」と、女性活躍推進の優れた企
業として「なでしこ銘柄」に選定されました。

「キャリア支援」と「仕事と家庭の両立支援」の二つの軸を
同時に実行し、職場のリーダーとして活躍する女性社員が
着実に増加。

● キャリア支援では、女性リーダー研修の実施や女性交流会、
勉強会などを通じた女性ネットワークの実現・拡大、相互
研さんを推進。

● 仕事と家庭の両立支援（育児・介護）では、「仕事と家庭
の両立支援ガイド」の発行や、人事処遇制度の改定などの 
環境整備を推進。10年以上前から不妊治療休職制度の
導入や企業内保
育園の設置など
も実行。

＜女 性＞ ＜障がい者＞

● 障がい者の就労と自立に尽力された医学博士 中村裕先生
の「No Charity, but a Chance！（保護より、機会を！）」
という考えにオムロンの創業者 立石一真が共鳴し、1972
年に日本で初めての福祉工場 オムロン太陽（株）を設立。
その後も障がい者の就労支援を継続し、オムロン 
グループで236名*の障がい者が活躍。
● 社外向けの工場見学を通じて、障がい者雇用ノウハウを 
広く社会に提供。障がい別の配慮事例ガイダンスを作成す
るなど、障がい者
の就労機会の創
出と活躍機会の拡
大を推進。現在で
は、アメリカ、メキ
シコ、インドネシ
アなど、海外でも
取り組みを実施。
*2017年6月データ

― ダイバーシティ（多様性）の推進 ―
オムロンは、企業理念の実践における大切な価値観のひとつとして「人間性の尊重」を掲げています。わたし
たちはこの価値観に基づき、様々な考え方を持つ多様な人財が、国籍や性別、障がいの有無などに関わらず、
個性や能力を存分に発揮し活躍できる企業になることを目指しています。



● 特別口座に関するご照会
● 郵送物の発送と返戻に関するご照会
● 支払期間経過後の配当金に関するご照会
● その他株式事務に関する一般的なご照会

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部まで
お問い合わせください。

電話照会先は上記をご参照ください。

● 届出住所・姓名などのご変更
● 配当金の受領方法・振込先のご変更
● 単元未満株式の買取・買増請求

口座を開設されている証券会社へ
お問い合わせください。

株式に関するお問い合わせ

事　業　年　度	 4月1日から翌年3月31日まで

定 時 株 主 総 会 	 毎年6月

配当金受領株主	 期末配当金　3月31日
確　　定　　日	 中間配当金　9月30日

株主名簿管理人
および特別口座	 三菱UFJ信託銀行株式会社
口 座 管 理 機 関

同事務取扱場所	 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
（ 郵 送 先 ） 	〒137-8081　新東京郵便局私書箱第29号
（ 電 話 照 会 先 ）	 0120-232-711 オペレーター対応
	 （9:00～ 17:00 土・日・祝日を除く）

上場証券取引所	 東証第一部

証 券 コ ー ド	 6645

株主メモ

100株以上ご所有の株主の皆さまへ
株主優待2018申込期限のお知らせ
株主優待のお申込み期限は6月29日（金）です。
まだお申込みをされていない株主さまは、お早めに
申込書をご投函ください。
株主優待に関するお問い合わせ先：

0120-868-343 （9：00 〜 17：00 土・日・祝日を除く）
三菱UFJ信託銀行 株主さま優待サポートセンター（オムロン優待窓口）

実績　　 　　　　　　　 前期比




